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1 はじめに



































が [格助詞] が [接続助詞]
から [格助詞] から [接続助詞]
で [格助詞] で [助動詞]
で [接続助詞] でも [副助詞]
に [格助詞] の [連体化]





だ [助動詞]＋が [接続助詞] だ [助動詞]＋から [接続助詞]
だ [助動詞]＋と [接続助詞] だけ [副助詞]＋に [格助詞]
て [接続助詞]＋は [係助詞] て [接続助詞]＋も [係助詞]
で [格助詞]＋は [係助詞] で [助動詞]＋は [係助詞]
で [格助詞]＋も [係助詞] と [格助詞]＋は [係助詞]











式 (1)に示す文の分かりやすさの指標値 f を計算する．
f = (D1   d1)2 + (D2   d2)2 +   + (Dn   dn)2 (1)
ここで，n はルート節に直接掛かっている文節数，
D1; D2; : : : ; Dn はその文に含まれる各文節とルート節との
距離，d1; d2; : : : ; dn はそれらの平均距離である．
最後に，計算された指標値に対して閾値を設定し，指標値が閾
値以下なら理解しやすい文であり，閾値以上なら分かり難い文
である，のように判定を付け，それが人手による判定とどれだけ
一致しているのか，精度を計算する（閾値を変化させながら，精
度が高くなる閾値を調べる）．
5 まとめ
例文 1,000 文について処理した結果，文節を並べ替えた文は
20,630 文となった．そのデータに対し，考案したシステムに
よって精度を計算したところ，閾値が 0:39のときに精度が最も
高くなり，90:3%を得ることができた．
本研究において，理解しやすいか分かり難いかの判断を自分
のみで行ったが，今後，アンケートなどを通して，その結果を指
標値に反映することが可能ならば，さらに性能を向上できるの
はないかと考えられる．また，システムとして完成させるため
に，文節タグ付けの自動化を実装することが今後の課題である
と考えられる．
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